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３　評価の観点

３　酸化還元反応の起こりやすさ

４　身のまわりの酸化還元反応

１　イオン結合とイオン結晶

２　分子間力

１　酸化と還元

２　酸化剤と還元剤

３節　酸化還元反応

１　金属結合

３節　金属結合

１　物質の分類

２　物質量

３　溶液の濃度

４　化学反応式

２節　酸と塩基

４　中和滴定

１　酸と塩基

第2学期期末考査

４節　化学結合と物質

２章　物質と化学結合

３章　物質の変化

１章　物質の構成

１　共有結合

３　共有結合からなる物質

学習項目

１節　物質の探究

１　物質の分離と精製

２　物質と元素

３　物質の三態と熱運動

イオン結合の性質を調べる実験を行い、その性質を理解する。

化学結合の違いによる物質の性質を知り、実験を通してその意味を知る。

授業時の様子

授業時の様子

定期考査

実験レポート

評価の
材料等

定期考査

実験レポート

授業時の様子

定期考査

実験レポート

定期考査

実験レポート

授業時の様子

酸化剤と還元剤の種類と性質を知り、実験を通してその意味を知る。

酸化と還元の定義を知り、実験を通して理解を深める。

水素イオン濃度についての意味を知り、実験を通して理解を深める。

酸と塩基の定義を知り、実験を通してその意味を知る。

イオン化傾向を知り、実験を通してその理解を深める。

定期考査

定期考査

実験レポート

授業時の様子

定期考査

実験レポート

授業時の様子

授業時の様子

定期考査

実験レポート

化学反応の量的な関係について実験を行い、定比例の法則、質量保存の
法則を理解する。

中和滴定を行い、定量ができるようにする。

塩の分類と性質の違いを知り、実験を通して理解を深める。

定期考査学年末考査

ボルタの電池の実験を通して、その意味を理解する。

電解質溶液の電気分解の実験を通して、両極での反応を理解する。

酸化剤還元剤と電池の実験を行い、その意味を理解する。

令和8年度　理科　「化学基礎」シラバス

月

単 位 数 4

１　学習の到達目標

　物質とその変化に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，物質とその変化を科
学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。
（2）観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
（3）物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

２　学習の計画

教 科 書

学習内容や学習活動単元名

学科・学年・学級 　普通科・1年1組～8組

分子性物質の性質について知り、実験を通してその意味を知る。

３　中和と塩の生成

２　水素イオン濃度とｐH

第１学期期末考査

化学結合と物質の性質の違いについて理解する。

原子量と分子量について、測定実験を通して、その意味を知る。

金属結合の性質を知り、実験を通してその意味を理解する。

１節　物質量と化学反応式

１　原子量と分子量・式量

溶液の濃度と化学反応式の関係について実験を行い、質量％から容量モル
濃度への換算を理解する。

第2学期中間考査

混合物の分離について学び、実験によりその意味を理解する。

物質と元素の示す性質を知り、炎色反応の実験を通して理解を深める。

２節　共有結合と分子間力

物質の三態と熱運動について、実験を通し、分子運動と三態についてその
意味を知る。

周期表と元素の性質に関する実験を行い、電子配置との関係を理解する。

共有結合と物質の特性を知り、実験を通してその意味を知る。

化基703 「化学基礎 academia」  実教出版 副教材等

酸化還元滴定を通して、定量することができる。

実験器具等の扱い方、基本操作について理解する。

第１学期中間考査

２節　物質の構成粒子

１　原子の構造

２　イオンの生成

３　周期表

１節　イオン結合

原子の構造および、電子配置を理解する。

イオンと価数の関係を理解し、イオン式の意味を知る。



４　評価方法　

５　担当者からのメッセージ

　知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価から総合的に評価する。

主体的に学
習に取り組む
態度

日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けている。

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度が身についている。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力が身に付いている。

確かな学力を身につける
ためのアドバイス

授業を受けるに当たって
守って欲しい事項

物質の性質を理解するためには、多くの物質を扱う必要があります。実験を行うことで、たくさんの情
報を得ることができます。細かい点に気付き、観察する力を伸ばしてください。また、レポートの作成
において、結果を論じたり、考察したりするときに、ほかの人にもよくわかるように、自分の言葉で、簡
潔明瞭な表現を行いましょう。自分で調べて点についてもまとめることで加点します。

　化学の実験は、ときに危険な薬品を使用します。しかし、各物質の性質を理解していれば安全に
実験できます。指示されたことを必ず守り、安全な実験を行いましょう。

知識技能

思考判断表現


